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夏の北海遺を薄ねて

北海遺への観施熱は緯浄盛彬ぽなる一苑で踏る邊蕊のながはは身クシ_締陰ン劣勿_

漢施は爽型観施バ測試る簸難漆旅術蟹淡鳶もの締リ楓汐⑳串熔寝袋を入れで周遊

券鰯潮閥のある貧おは鎧遺肉のあお忍移蜜歩鳶鰯り概鴫学塗な濠いろいるである岳

秘潅ち淡夏樽組質調餐をじ茨いるを慧胃商の讃壷遺騰湾糠乎湖から然別湖へ抜けるψ

遺な濠湾慧れ蟻の著煮瀧淋列をな籔恋簿劣い勧渇⑳繕会夢該㍑満鳶莚芯の火達の

棚蛇は地質縫勃沃興味蟹祷顯燕煽火も多嘗蛇違い柳帖お敬蝋地質登勉強篶で

いる火淑･繍泌姉柵ない曲景⑳旅符⑳一助樽愁&椛幌蟹串心些杉稔北海遺⑱地質⑳

み竺ごろ蜜いっ花もの蟹詞むだのがごの記事で踏る吉各簑一スの文献はおもなもののみ

にした､くわしい地名も晋ひs万分のヱ地形図を参照されるようお願いする.質間カミ

あっ花ら各項員の執筆者にお寄せ下さい､

函館

にて

鈴添勢鰹藤糟窓

青森を出航し花脊函連絡船は3時閲50分で函鮒誰膳

する､その後半約王時間は北海道松前半島の東岸沿

層は層厚3狐前後の薄い砂礫層ど砂層で段丘面は削剃

繭の性格を有レている苗段丘繭の下比は砂岩･シルト

岩からなる印新値～鱒新抵の地層が薫豚禽亀の海蝕崖を

校じて連続露出している㈱蔓み免る｡三ツ看繭の背後

には野辺地面･修道院繭などがあるが連絡船からは

はっきりし漆い､船が爾館山をお手にみるようぽなる

と船足はにわかに藩ちて船は工80獺転回しで爾館桟橘

につく由

函館市はこの函館山とそれを亀田半島につないだ砂

州の上に発達した街である､函館市の生命ともいうべ

意港も函館山のふところにつつまれた天然の良港であ

りいわば函館山は函館市の生みの親占もいうべきで

あろう害函館山の地質は遠く安政元年(185遂)のペ

ルリ属本遠征記の申は彼の船医の観察として花騎岩

と閃長岩とからなると記されているが当然これは誤り

である｡その後文久2年(1862)には幕麻淋招い淀

米人ブレｰクぽよって踏査窒れており資本最古の地質

学的観察の記録を有している｡しかし函館山は明摘

33年から昭和20隼襲での長い剛帥本陸軍の要塞として

使用きれ一般の人の立入りも禁止書れて地質学的に

巡艦罧一ス�
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第3図函館{地澱鰯(鈴木1㈱茎ζぷ蚤)

豆.嬢鎌推積物2.段丘擁練物3.禿阿溺

達.衛殿山溶岩嚢､予鐙敷溝岩6.薦竃翻ム溝讃

7､千畳敷集塊岩層8.並待岬溶岩霧｡纏洲灼旦鵬織物綴

み怒鱗鰭泌

も長い眠算渡っいてい花店太平洋戦争も終りて要塞か

とり払われ十分な調査秘で書ると共紅海抜33藪｡壌鰍

函館山は鮮新植の寒川火{噴出物層を最下位層として

並待岬溶岩･千畳敷集壊岩層高電寺山溶岩千畳敷溶

岩御殿山溶岩などからで書でいる｡これらはいずれ

も鮮新抵の噴出と維定されているがいずれの岩石にも

共通な性質は痛閃有と看英を含んでいるこをで備閃看

含有者英安{岩や看英含有色閑看安山砦なぎであ乱

よう紀みえる垣

御殿山は菅の絵関などから判断するを現在みられる

よりもかなり尖った山項をつくっていたようであるが

この山が要塞になってから山頂部が剛り&られ花とか�
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いわれている.

函館山を有名紀している今

ひとつは並待螂芋登ある有川

啄木の墓である由市電終､無

の谷地頭から徒歩数分で立待

卿につく市立祷岬溶岩も遠

雷にあざやかな流理構造林発

達し奇妙な形の断崖か海悠

のぞんでいる｡をく熔頭端

の`船隠ビ付近はみごとで

ある.その酉1副濠諦畳敷集

塊岩層と千畳敷溶砦との急崖

が連続している､健脚で

函館山を一周しようとする人

は寒川までの約壌ぬ余り

を時には岩ずたいで太鼻岬

西側を砂浜ずだい紀鰯ると

擦局所秘あり高電寺山溶岩

を採看している淋すぐ寒川

火山噴出物層の絶壁ぽぶっか

る｡寒川火{噴出物は火山

衝礫岩と溶岩を主産している

ので差別侵蝕をうけて複雑な

麹形を示す母とくに穴澗を

よばれる所ばは小舟が峰う

峰う入れるほとの穴か開いで

いて絶縁整漆膨恋い叡慧

れ島の砦獄紳新横1蔓蟻出泌

淀もの懇薫鉄鉱蟄奮ん懇褒

質じ淀所秘多い岳

(難讃蔭菖臓遺並錐芥藪綴鰯畿蕨

潟盗鰯臓溢裳蕨)

焚灘

圭瀬川講巌(王鰯)1耽擁遺松葡楽篤

東驚の海藻段丘隠嚇双藻挑

鋤躍榊玉.狐

鈴米奇(鰯3)1溺織篶悉碗§

曽沈葛あ蛮懸挑海道滋地添欝

源調密厳

外鱗杉林麟㈱;醐

菊沁瓢ジリ※輝肴蜜奮籔繕測

派の鑓蒐地質学鰯慈捌郷

鰯屡鰯並祷熱撃

落籍総隠じ村遜

欝餐灘穴

欄の稀糟

鶴奪鰯旅翻村滋秘

密簸艦畿愛の楚泌�


